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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 

 
 人工結合タンパク質は，非抗体構造のタンパク質を骨格分子として設計・作製する人工タンパク質であ

る。抗体と同様に，標的分子への結合能を持つ一方で，抗体とは異なり，サイズが小さく，ジスルフィド

結合を持たず，融合タンパク質を作製しやすい，といった特徴があるため，タンパク質科学，細胞生物学

をはじめとする様々な分野の研究において利用することができる。 
 研究代表者らは，甘味を呈するタンパク質の一種である一本鎖モネリンを骨格分子として用いた人工結

合タンパク質の作製プラットフォームを構築した (Yasui et al., J Biochem. 2021)。これを利用して，これ

までに複数種の細胞膜受容体の細胞外領域を標的とする人工結合タンパク質を取得した。一方で，人工結

合タンパク質とそれらの標的タンパク質との結合特性を明らかにできていなかった。そこで，分子創製学

研究室に備えた各種生体分子間相互作用解析装置を利用し，人工結合タンパク質と標的タンパク質の相互

作用を詳細に解析することを目的とした。 
 2024 年度において、蛋白質研究所設備を利用した実験は実施しなかった。一方で、所属機関において、

その予備的解析となる人工結合タンパク質と細胞膜受容体の細胞外領域の相互作用を酵母表層ディスプレ

イ法で解析した。その結果、今後の詳細な生体分子間相互作用解析に進めることが適切な複数の人工結合

タンパク質を見出した。さらに、各種の呈味タンパク質と受容体について、サンプル調製と相互作用解析

の条件検討を行い、初期データを得た。 


